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特集　七代目松本幸四郎別邸跡地 雀宮公園

特
集
七
代
目
松
本
幸
四
郎
別
邸
跡
地

秋
は
雀
宮
公
園
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン

園
内
は
鮮
や
か
な
“
紅
”
へ
。

歌
舞
伎
の
名
優
・
七
代
目
松
本
幸
四

郎
の
別
邸
跡
地
で
あ
る
雀
宮
公

園
。
町
で
は
、
平
成
２９
年
度
に
敷
地
を
取

得
し
、
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
幸
四

郎
の
愛
し
た
「
武
州
寄
居
町
雀
亭
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
あ
ず
ま
や
を
建
築
、
公
園
中

央
部
に
は
南
北
を
結
ぶ
も
み
じ
橋
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
敷

き
詰
め
た
園
路
の
ほ
か
、
車
い
す
の
方
が

散
策
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
園
路
、
さ
ら
に
は
駐
車
場
や
ト
イ
レ

等
を
設
置
し
、
昨
年
度
、
公
園
の
整
備
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

四
季
折
々
、
花
や
緑
が
１
年
中
楽
し

め
、
特
に
秋
本
番
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら

は
、
も
み
じ
や
イ
チ
ョ
ウ
が
色
づ
き
、
素

晴
し
い
光
景
が
広
が
り
ま
す
。
市
街
地
に

あ
り
な
が
ら
も
、
自
然
豊
か
な
景
観
を
楽

し
め
る
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

彩
り
豊
か
な
雀
宮
公
園

　

一
年
を
通
し
て
彩
り
豊
か
な
雀
宮
公
園
。
四
季
折
々
の

花
々
や
緑
の
移
ろ
い
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

十代目松本幸四郎さんの
座右の銘を記念碑に。

雀宮公園の整備完了に当たり、
十代目松本幸四郎さんの座右

の銘である「守
し ゅ は り

破離」という言葉を
直筆でいただきました。「守破離」
とは、日本の茶道や武道・芸道など
の修業における段階を示したもの
で、「守」は師や流派の教え、型を
忠実に守り身につける段階。「破」
はよいものを取り入れ、心技を発展
させる段階。「離」は独自の新しい
ものを生み出し確立させる段階を表
しています。
　石碑は「武州寄居町雀亭」をイ
メージしたあずまやの南側に記念碑
として建立しました。雀宮公園にお
越しの際は、ぜひご覧ください。
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◀�昭和初期まで存在し
ていた「武州寄居町
雀亭」をイメージし
たあずまや。園内の
景色を楽しみなが
ら、休憩等にご利用
ください。

▲あずまやから見る園内の紅葉▲もみじ橋

▲ツツジ（4月）

▲カタクリ（3月下旬）

▲ヒガンバナ（9月下旬）
中町区の皆さんが手入れをされ
ています。

▲青もみじ（4月～）

▲ツバキ（3月下旬）

▲サザンカ（10月下旬）
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雀
宮
公
園
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行

町
で
は
、
雀
宮
公
園
の
観
光
Ｐ
Ｒ

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
ま
し
た
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
園
内
の
見
ど
こ
ろ

ス
ポ
ッ
ト
や
、
十
代
目
松
本
幸
四
郎
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
Ａ
４
判
の
３
分
の
１
サ
イ
ズ

で
、
来
園
の
際
、
持
ち
運
び
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

役
場
４
階
商
工
観
光
課
、
寄
居
駅
改
札

前
、
雀
宮
公
園
あ
ず
ま
や
内
等
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
、
散
策
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

案
内
看
板
・
駐
車
場
看
板
を
設
置

雀
宮
公
園
内
東
門
付
近
に
案
内
看

板
を
、東
側
の
大
型
駐
車
場
に

は
、駐
車
場
看
板

を
、そ
れ
ぞ
れ
設

置
し
ま
し
た
。黒

を
基
調
と
し
、

周
囲
の
景
観
に

沿
っ
た
デ
ザ
イ

ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。


